
外濠跡

こ
の
場
所
は
江
戸
時
代
、
姫

路
城
の
外
濠
が
あ
り
、
そ
の

幅
は
約
１
４
メ
ー
ト
ル
、
全

長
４
２
３
２
メ
ー
ト
ル
に
及

ん
だ
。
明
治
２
１
年
、
外
濠

の
土
塁
を
崩
し
て
、
そ
の
土

を
城
外
の
田
ん
ぼ
に
投
げ
込

み
姫
路
駅
が
誕
生
し
、
外
濠

に
は
土
橋
が
架
け
ら
れ
た
。

し
か
し
駅
前
の
発
展
と
と
も

に
徐
々
に
外
堀
は
埋
め
立
て

ら
れ
、
今
日
で
は
姫
路
城
の

東
部
と
西
部
に
わ
ず
か
に
残

る
の
み
で
あ
る
。

城
南
連
合
自
治
会

（
平
成
二
十
六
年
度
地
域
夢
プ
ラ
ン
継
承
事
業
）


